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特
集
３
回
目
の
今
回
は
、
非

運
の
武
将
、
源
為
義
の
お
墓
を

紹
介
し
ま
す
。

「
源
為
義
公
塚
」

（
七
条
通
千
本
西
入
南
側
）

権
現
寺
の
参
道
西
側
に
源
為

義
を
供
養
す
る
七
輪
の
塔
と
石

碑
が
あ
る
。
元
は
、
為
義
が
斬

首
さ
れ
た
地
で
あ
る
千
本
七
条

あ
た
り
に
あ
っ
た
が
、
京
都
停

車
場
の
拡
張
に
よ
り
権
現
寺
と

と
も
に
現
在
地
に
移
転
さ
れ
た
。

源
為
義
は
、
六
条
堀
川
に
邸

宅
が
あ
っ
た
た
め「
六
条
判
官
」

と
呼
ば
れ
た
清
和
源
氏
の
棟
梁
。

家
督
を
長
男
義
朝
に
譲
っ
た

２
年
後
の
保
元
元（
１
１
５
６
）

年
、
皇
室
内
部
で
は
崇
徳
上
皇

と
後
白
河
天
皇
と
の
対
立
が
、

摂
関
家
で
は
藤
原
頼
長
と
そ
の

兄
忠
通
と
の
対
立
が
激
化
し
、

保
元
の
乱
が
起
こ
る
。上
皇
・
頼

長
側
に
は
、
源
為
義
と
７
人
の

子
息
が
、天
皇
・
忠
通
側
に
は
、

源
義
朝
や
平
清
盛
が
加
わ
る
。

「
保
元
物
語
」
に
よ
る
と
、

双
方
の
陣
営
で
源
氏
方
が
勝
策

と
し
て
夜
討
ち
を
勧
め
る
が
、

上
皇
側
は
「
主
上
・
上
皇
の
国

争
い
に
、夜
討
然
る
べ
か
ら
ず
。」

と
却
下
し
、
夜
討
ち
を
か
け
た

天
皇
側
が
勝
利
す
る
。
義
朝
の

嘆
願
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇

の
命
に
よ
り
、
為
義
と
そ
の
子

ら
は
斬
首
さ
れ
た
。

こ
の
戦
い
は
武
士
の
政
界
進

出
の
契
機
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

※
源
氏
ゆ
か
り
の
地
の
散
策
に

は
、
マ
ッ
プ
「
下
京
ま
ち
な
み

散
歩
３
」（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

で
配
布
中
）
が
便
利
で
す
。
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成
１８
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

市
・
府
民
税
の
主
な
改
正
内
容
を
、

今
回
か
ら
３
回
に
分
け
て
掲
載
し

ま
す
。

主
な
改
正
内
容

す
べ
て
の
納
税
義
務
者
を

対
象
と
す
る
も
の

〇
定
率
減
税
の
見
直
し

定
率
に
よ
る
税
額
控
除
額
が
、

平
成
１８
年
度
か
ら
所
得
割
額
の
１５

％
（
上
限
４
万
円
）
か
ら
７
・
５

％
（
上
限
２
万
円
）
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

〇
生
計
同
一
の
妻
に
対
す
る
均
等

割
の
非
課
税
措
置
の
廃
止

同
一
行
政
区
内
で
均
等
割
の
納

税
義
務
を
負
う
夫
と
生
計
を
一
に

す
る
妻
（
所
得
割
が
課
税
さ
れ
な

い
方
を
除
く
）
に
は
、
経
過
措
置

（
均
等
割
２
千
円
の
軽
減
措
置
）

の
終
了
に
よ
り
、
平
成
１８
年
度
か

ら
均
等
割
４
千
円
が
全
額
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

６５
歳
以
上
の
方
を対

象
と
す
る
も
の

〇
公
的
年
金
な
ど
の
控
除
の
見
直

し
６５
歳
以
上
の
方
に
適
用
さ
れ
る

公
的
年
金
な
ど
の
控
除
額
が
見
直

さ
れ
ま
す
。

〇
老
年
者
控
除
の
廃
止

６５
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１
千
万
円
以
下
の
方
に
適

用
さ
れ
る
老
年
者
控
除（
４８
万
円
）

が
、
平
成
１７
年
度
を
も
っ
て
廃
止

さ
れ
ま
す
。

〇
６５
歳
以
上
の
方
に
か
か
る
非
課

税
措
置
の
廃
止

６５
歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得

金
額
が
１２５
万
円
以
下
の
方
に
適
用

さ
れ
て
い
る
非
課
税
措
置
が
、
平

成
１７
年
度
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
１８
・
１９
年
度

は
、
昭
和
１５
年
１
月
２
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
１２５
万
円
以
下
の
方
に
、

税
額
を
減
額
す
る
経
過
措
置
が
あ

り
ま
す
。

確
定
申
告
及
び

市
・
府
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

平
成
１８
年
度
か
ら
市
・
府
民
税

が
か
か
る
方
は
、
公
的
年
金
な
ど

の
支
払
者
へ
届
け
出
て
い
る
扶
養

控
除
や
障
害
者
控
除
以
外
に
、
医

療
費
、
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険

料
、
損
害
保
険
料
な
ど
の
支
払
い

が
あ
れ
ば
、
確
定
申
告
ま
た
は
市

・
府
民
税
の
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
一
定
の
金
額
の
所
得
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

�

市
民
税
課
市
民
税
担
当
（
�

３７１
・
７
１
７
２
）
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来
年
４
月
に
保
育
所
入
所
を

希
望
さ
れ
る
乳
幼
児
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

来
年
４
月
か
ら
の
入
所
を
希
望

さ
れ
る
保
護
者
の
方
に
、
１１
月
上

旬
か
ら
、
支
援
課
と
保
育
所（
園
）

で
入
所
申
込
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
中
の
入
所
申
込

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�

支
援
課
児
童
福
祉
担
当

（
�
３７１
・
７
２
１
８
）

来
年
４
月
に
小
学
校
へ

入
学
さ
れ
る
新
１
年
生
の

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

来
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
の
は
、
平
成
１１
年
４
月
２
日
〜

平
成
１２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

児
童
で
す
。

入
学
届
の
用
紙
は
、
１０
月
２０
日

ご
ろ
郵
送
し
ま
す
の
で
、
１１
月
２

日
（
水
）
ま
で
に
指
定
の
学
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
が
届

か
な
い
場
合
は
、
市
民
窓
口
課
へ

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
来
年
、
中
学
校
へ
入
学

さ
れ
る
方
の
入
学
手
続
き
な
ど
は
、

平
成
１８
年
１
月
に
行
い
ま
す
。

�

入
学
届
に
記
載
の
あ
る
指
定

の
小
学
校
ま
た
は
市
教
育
委
員
会

調
査
課
（
�
２２２
・
３
７
７
２
）

平成１４年１０月以降、病院などで１か月に支払った老人保
健の一部負担金の合計が、下表の限度額を超えた場合、申
請により、超えて支払った額が支給されます。該当する方
にはお知らせしていますのでお早めに申請してください。
� 保険年金課年金老人保健担当（�３７１・７２５４）

※１ 医療費が３６１，５００円を超えた場合、超えた額の１％を加算
※２ 過去１２か月の間で、４回目以降の限度額

�近鉄百貨店京都店（�３６１・１１１１）
�大丸京都店（�２１１・８１１１）
��島屋京都店（�２２１・８８１１）
�阪急百貨店四条河原町阪急（�２２３・２２８８）
�藤井大丸（�２２１・８１８１）
�エビスク七条（�３７１・５６０９）
アニュー七条（�３１５・３１３６）
ジェイアール京都伊勢丹（�３５２・１１１１）
Ｆ―マート五条店（�３５１・３９３３）
�萬善（�３５１・３０７４）
�原田茶具商店（�３５１・２６０８）
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で
は
、
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
お
店
を
「
め

ぐ
る
く
ん
の
店
」
と
し
て
認

定
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
利

用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

「
め
ぐ
る
く
ん
の
店
」
に

な
る
に
は
、
簡
易
包
装
や
資

源
物
の
回
収
な
ど
の
「
認
定

対
象
と
な
る
取
組
」
を
実
施

し
て
い
る
お
店
か
ら
市
に
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
店
を
推

薦
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
（
お
店
の
同
意
が
必

要
で
す
）。

�

循
環
型
社
会
推
進
課

（
�
２２２
・
４
０
９
１
）

今年の秋も、遊びを通じて親子が
ふれあう「下京たんぽっぽ広場」を
開催します。
たくさんの楽しい遊びのコーナー
と保育士や保健師などの専門家によ
る相談コーナーがありますので、ぜ
ひご参加ください。

お楽しみ会

お絵かきコーナー
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主催 下京たんぽっぽ広場実行委員会
� 下京子ども支援センター
（�３７１・７２１９）

日時 １０月２０日（木）午前１０時３０分～正午
場所 元安寧小学校 体育館
対象 乳幼児とその保護者
費用 無料 申込み 不要
持ち物 必要に応じて飲み物・着替えなど

「
め
ぐ
る
く
ん
の
店
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い

１０
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル

市
・
府
民
税
の

主
な
改
正
内
容
�

（
平
成
１８
年
度
か
ら
実
施
）

老人保健 高額医療費の申請はお早めに

１５，０００円
８，０００円

区分�該当者
市民税

非課税世帯

２４，６００円区分�該当者

４０，２００円１２，０００円一般
（１割負担者）

市民税
課税世帯

７２，３００円＋１％※１
（４０，２００円）※２４０，２００円一定以上所得者

（２割負担者）

外来＋入院
（世帯ごと）

外来
（個人ごと）

世帯区分

１か月の自己負担限度額
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修
徳
交
通
対
策
協
議
会
と
五
条
警
察
署

の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、

気
さ
く
に
世
間
話
を
し
な
が
ら
安
否
を
気

遣
い
ま
す
。

ま
た
、
自
転
車
の
乗
車
マ
ナ
ー
の
向
上

に
も
力
が
注
が
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
に
無

灯
火
で
自
転
車
を
運

転
し
て
い
る
人
に
は

「
危
な
い
で
す
よ
」

と
一
声
を
か
け
、
自

転
車
に
乗
っ
て
い
る

方
か
ら
の
反
応
も
よ

い
そ
う
で
す
。

学
校
、
家
庭
、
地
域
が
協
力
を
し
て
学

校
と
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の
取
組

を
進
め
て
い
く
た
め
、
地
域
の
方
々
の
声

を
受
け
、
６
月
に
淳
風
学
校
安
全
対
策
協

議
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

７
月
か
ら
は
、
協
議
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
新
た
な
取
組
が
ス
タ
ー
ト
。
毎
日
午
後

２
時
か
ら
４
時
３０
分
ま
で
、運
動
場
や「
ふ

れ
あ
い
図
書
コ
ー
ナ
ー
」
で
遊
び
、
学
ん

で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
下
校
す

る
子
ど
も
た
ち
に
は
「
気
を
付
け
て
ね
」

と
声
を
か
け
ま
す
。
地
域
の
方
と
自
然
な

形
で
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
の
安
心
で
安

全
な
学
校
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

市
で
は
、
学
区
単
位
で
住
民
と
区
役
所

な
ど
の
関
係
機
関
が
連
携
し
、
地
域
の
安

心
安
全
の
確
保
の
実
現
に
向
け
て
、「
地
域

の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
支
援
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
、
修
徳
学
区
が
事
業
の
モ
デ
ル

学
区
に
選
ば
れ
た
の
に
引
き
続
き
、
今
年

度
は
、開
智
・
稚
松
・
安
寧
・
光
徳
が
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
４
学
区

で
は
、
安
心
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
組
織
と
し
て
委
員
会
が
発
足
し
、
各
種

団
体
や
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

育
み
な
が
ら
、取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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防
災
の
日
に
あ
た
る
９
月
１
日
に
、
下
京
区
全
域

を
会
場
に
、市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
震
度
７
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の
想
定

の
も
と
、
住
民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
区
内

３３
か
所
の
訓
練
会
場
で
消
火
や
救
出
な
ど
の
訓
練
を

行
っ
た
後
、
各
学
区
の
一
時
避
難
所
か
ら
梅
小
路
公

園
な
ど
に
移
動
。
梅
小
路
公
園
で
は
、
救
援
物
資
や

重
傷
者
を
運
ぶ
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
び
交
う
中
、
給

食
訓
練
や
一
斉
放
水
に
よ

る
消
火
な
ど
の
様
々
な
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

残
暑
が
厳
し
い
中
、
参

加
い
た
だ
い
た
住
民
や
関

係
機
関
の
方
々
は
、
真
剣

な
面
持
ち
で
訓
練
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

今回は、自営業を営む下京太郎さんの長
男一郎さんが、太郎さんの扶養控除の対象
になるかどうかについての相談です。
Ｑ 一郎さんは昨年１１月に退職後、失業中
です。現在収入が無いので、太郎さんにか
かる平成１７年度市・府民税の扶養控除の対
象にならないでしょうか。
Ａ 扶養控除の対象となるのは、前年の所
得が３８万円以下の生計を一にする親族です（同居・別居は
問いません）。一郎さんが現在失業中であっても、平成１６年

中の所得が対象になるため、昨年１月から
退職された１１月までの所得が３８万円（給与
収入１０３万円）を超えていると、扶養控除の
対象になりません。
なお、一郎さんの平成１７年中の所得が３８
万円以下の場合、太郎さんにかかる平成１８
年度市・府民税の扶養控除の対象になりま
す。
� 市民税課市民税担当（�３７１・７１７２）

市税の市税の基礎知識基礎知識 Q&A市税の基礎知識 Q&A

１０
月
３１
日
は
、

市
・
府
民
税
第
３
期
分
の
納
期
限
で
す
。

＊
納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
市
税
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実
な
口
座
振

替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

市
民
税
課
（
�
３７１
・
７
１
７
１
）

Ｑ 「けすぞう君」とは、誰ですか。
Ａ 僕は、下京消防署のマスコットで、
火災現場などで働く消防士をモデルにし
ています。
Ｑ 「けすぞう君」は何歳ですか。
Ａ 僕は、平成１１年１２月２４日生まれで、
５歳です。
Ｑ 名前はどのようにして決まりました
か。
Ａ 僕の名前は、平成１１年に市民の皆さ
んから募集し、約１３０件の応募の中から、
当時淳風小学校４年生の児童が考えてく
れた名前が選ばれました。
Ｑ 「けすぞう君」の大きさは、どれく
らいですか。
Ａ 僕の体の大きさは、身長が１４０�、足
の大きさが４５�、頭の大きさが１２５�です。
Ｑ 「けすぞう君」は、普段何をしてい
ますか。
Ａ 僕は、いつも下京消防署の玄関に立
っていて、来られた皆さんを笑顔で迎え
ています。
また、防火・防災のイベントでは、会
場に出向いて、よい子の皆さんと一緒に
写真撮影をします。胸のボタンを押すと

テープ音が流れて、火遊びをしないよう
よい子の皆さんと約束をしたり、消防の
仕事のご紹介や「火事や救急のときは電
話で１１９番」などのお話をすることができ
ます。
これからも、下京消防署のマスコット

「けすぞう君」をよろしくお願いします。

■けすぞう君からのお願い■

放火やたばこによる火災を
防ぎましょう

下京区の火災件数は、既に昨年１年間
の件数を上回る最悪の事態となっていま
す。原因を見ると、特に放火とたばこを
原因とする火災が増えています。火災を
出さないために、次のことを実践してく
ださい。

こ
ん
に
ち
は
、「
け
す
ぞ
う
君
」

で
す
。

今
回
は
、
僕
自
身
に
つ
い
て

お
話
を
し
ま
す
。

けすぞう君の防災 Q&A 「けすぞう君」がもうすぐ６歳になります

�����������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

安安心心安安全全ののままちちづづくくりりにに向向けけたた
取取組組がが進進めめらられれてていいまますす

各
学
区
で
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た

安
心
安
全
の
ま
ち
を
目
指
し

新
た
に
４
学
区
の
取
組
が
ス
タ
ー
ト

〜
下
京
区
の
先
駆
け
と
し
て
〜

警
察
署
に
よ
り
高
齢
者
交
通
事
故
防

止
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
さ
れ
た
修
徳
・

植
柳
学
区
の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
モ
デ
ル
地
区

修
徳
学
区
・
植
柳
学
区
の
取
組
で
す

修
徳
学
区

「
皆
さ
ん
、お
元
気
で
す
か
」

植
柳
学
区

「
お
出
か
け
に
は
気
を
つ
け
て
」

植
柳
交
通
対
策
協
議
会
と
七
条
警
察
署

の
メ
ン
バ
ー
で
、
以
前
か
ら
学
区
内
の
全

高
齢
者
の
お
宅
へ
家
庭
訪
問
を
続
け
て
お

ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
は
、
靴
や
鞄
に
貼
っ
て
夜

間
の
交
通
事
故
防
止
に
役
立
て
る
反
射
材

を
配
り
、
外
出
時
の

安
全
に
つ
い
て
話
し

て
い
ま
す
。
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
で
地

域
の
方
を
守
っ
て
い

き
た
い
と
活
動
を
続

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
地
域
で
見
守
る

淳淳
風風
学学
校校
安安
全全
対対
策策
協協
議議
会会

市市
総総
合合
防防
災災
訓訓
練練
がが

実実
施施
ささ
れれ
まま
しし
たた

扶養控除の対象について

【放火による火災を防ぐために】
�家の周りには、燃えやすい物を置
かないようにしましょう。
�夜間、建物の周囲や駐車場は、照
明を点灯して明るくしましょう。
�空き家や物置には鍵をかけましょ
う。
�車やボディカバーは、燃えにくい
物を使いましょう。
�地域ぐるみで放火防止に取り組み
ましょう。
【たばこによる火災を防ぐために】
�寝たばこは絶対にしない。
�吸殻は確実に消し、直接くずかご
には捨てない。

今日、犯罪や交通事故などの不安や危
険が、身の回りに広がっています。誰も
が安心できる安全なまちの実現を目指し
て、区内で取り組まれている様々な活動
をご紹介します。
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源為義公塚 

七
本
松
通 

七条通 

権現寺 
卍 

下 京 

第4回 親子で遊ぼう！ 

お楽しみ会 
自由遊び 
コーナー 

新聞 びりびり コーナー 

お絵かき 
コーナー 

絵　本 
コーナー 

赤ちゃん 
コーナー 

授乳、おむつ替え、 
育児・健康相談 

など 魚つり 
コーナー 

折り紙 
コーナー 

開智学区

稚松学区

安寧学区

光徳学区

皆さんの力を合わせ、災害のないまち
を築きましょう。

下下京京区区内内のの
「「めめぐぐるるくくんんのの店店」」認認定定店店
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